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側島製罐

会社概要



創業

代表取締役

社員数

資本金

売上高

所在地

事業内容

1906年（明治39年）

石川貴也

45人

4900万円

7.9億円（2023/12期）

愛知県海部郡大治町

スチール缶・ブリキ缶の製造・販売

会社概要

石川 貴也
い し か わ た か や

1986年生まれ 愛知県名古屋市出身

側島製罐株式会社



一般缶の主な商品

お菓子・海苔・お茶・蚊取り線香などを入れる鉄製の缶



側島製罐

過去の側島製罐の状況



かつての側島製罐は…

今の側島製罐ってイケてると思いますか？



かつての側島製罐は…

今の側島製罐ってイケてると思いますか？

早く安くたくさん作れ！

仕事＝目の前の日常業務をこなす作業を半世紀以上

研修なし、自己研鑽なし、永遠のOJT



世の中が高度化・複雑化し、

「言われたものをつくる」というビジネスも
「言われたことをやる」という仕事も
時代に合わなくなってきている。



これからはみんなで勉強して
知識やノウハウを
アップデートしていこう！

2020年当時 石川貴也（平社員）
とは言ってみるものの…
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給料上がらんし、こいつら連れて辞めるわ

みんな陰で嫌だって言ってますよ

嫌だよ、めんどくさいしやりたくない。

こんな会社に未来なんてないだろ

お勉強ができてなんになるの（笑）

忙しいのに余計なこと言わないで。

勉強なんて業務と関係ないじゃん

おれたちの苦労も知らずに好き勝手言うなよ。

資格取ったら給料上げてもらえるんですよね？

お客様とかどうでもいいんだわ。おれがやりたくないの。

え？勉強…？



2019年までの側島製罐

15億円

4.9億円

学習や成長という概念のない企業文化で
業況も悪く崖っぷち



指示命令に従う労働の対価で

金銭が得られるという報酬システムで

学習して成長する

＝人生の幅が広がり、公私ともに充実する

という前提が完全に抜け落ちていた。

課題① 自律性の欠如した文化



この変化のスピードが激しい不確実な時代では

事業計画や問いを立てるという役割を

経営者だけが担うという仕組み

大きなリスクなのではないか？

課題② 時代への対応



側島製罐

学び直しの取り組み



①学び直しの第一歩



②学ぶ意義を深めるカルチャーづくり



③学びたい人のための仕組みづくり



“自己申告型報酬制度”

④給与や役割を自己申告できる仕組みへ

社員が給与と役割を宣言する人事給与制度



側島製罐

組織の変化や成果



・資格取得
・書籍購入
・セミナー受講
・他社見学
・学びのシェア

やらされではなく
自律的に取り組む文化へ

組織カルチャーの変化
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で、いくら儲かったの？



社員が心から学びたいと思える
持続的なカルチャーは
生まれないのではないか

定量的な成果を迫り続け
社員に“成長”を求めるばかりでは



2019～2023年の推移
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売上 利益

売上

4.98億円

売上

7.91億円

売上

4.83億円

売上

4.93億円

売上

6.53億円



良い人生からしか

良い仕事は生まれない

石川の感想



まずは経営者が

社員の良い人生のために投資をする

という覚悟で問いかけてみてはいかがでしょうか


